
「第３９回世界獣医師会大会」開催 !! 

 

２０２４年４月１６日（火）から１９日（金）まで、南アフリカ・ケープタウンのケ

ープタウン国際会議場において、「第３９回世界獣医師会大会」が開催されました。 

 

 今大会のテーマは、「逆境に立ち向かうレジリエンス」となっています。 

 獣医師や獣医スタッフは、困難な決断や心を痛めるケース、そして心配するペットの

飼い主とのやり取りなど、日常的に心理的負担を伴う状況に直面しています。 

 レジリエンスとは、死後の要求に対処する能力だけでなく、逆境の中で共感と思いや

りを維持する能力も含んでいます。 

 

 ４日間の大会プログラムでは、 

WVA総会、第 10回 WVAグローバルワンヘルスサミット、WVA - 動物福祉セミナーなど

が開催されました。 

 

【４月１５日（月）：世界獣医師会（WVA）評議会】 

 評議会では、２０２４年－２０２６年 WVA評議会のメンバーが紹介され、ジョン・デ・

ヨン会長、藏内勇夫次期会長、ラファエル・ラガンス前会長が承認されました。 

  

【４月１６日（火）：世界獣医師会大会・開会式】 

  



【４月１６日（火）：世界獣医師会・総会】 

 総会終了後、WVA会長及び評議会の交代式が行われました。 

  

 

【４月１７日（水）：グローバルワンヘルスサミット】 

  

 

【４月１９日（金）：世界獣医師会大会：閉会式】 

  

 

 

２０２４年４月２４日 

福岡ワンヘルス協議会・事務局 


